
死
ぬ
な
。逃
げ
ろ
。助
け
ろ
。Photo/三島町防災訓練で行われた放水訓練（10月16日 森の校舎カタクリ）

左から、小柴信子さん（婦人防火クラブ会長・西方）、北舘緑さん（婦人防火クラブ西方支部長）、青木厚さん（消防団西方班）
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◎特集　死ぬな。逃げろ。助けろ。

防災

　今年 6月14日に発生した岩手・宮城内陸地震では、
最大震度 6強を観測し、死者13名、行方不明者10名、
負傷者448名という大惨事となった。写真は、大規模
な山林崩壊が起きた宮城県栗原市栗駒地区。

今
年
六
月
十
四
日

―

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
衝
撃

的
な
映
像
に
、
誰
も
が
目
を
疑

い
ま
し
た
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

山
林
は
波
打
つ
よ
う
に
崩
壊

し
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
自
然
災
害
の

恐
怖
が
、
ま
た
も
人
々
に
襲
い

か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
地
震
が
、
も
し

三
島
町
で
起
き
た
ら
…
。

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
で
起
き
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
誰
に
も
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
道
路
は
寸
断
さ
れ
、

電
気
も
ガ
ス
も
水
道
も
止
ま

り
、
地
域
は
完
全
に
麻
痺
し
ま

す
。
建
物
は
倒
壊
し
、
火
災
も

発
生
し
ま
す
。
今
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
た
だ
一
つ
。
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
の
「
日
常
の
備
え
」
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
町
は
緊
急
に
対

策
本
部
を
設
置
し
、
職
員
総
動
員

で
対
応
し
ま
す
。
今
年
三
月
に

「
三
島
町
地
域
防
災
計
画
」
を
修

正
し
、
災
害
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
迅
速
な

救
助
や
支
援
活
動
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
行
政
だ
け
で
町
民
の
皆
さ

ん
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
備
え
や
、
災
害

現
場
で
の
的
確
な
行
動
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
防
災
の
基
本
は
、
ま

ず
「
死
ぬ
な
」。
そ
し
て
「
逃
げ

ろ
」「
助
け
ろ
」。
自
分
を
守
る
た

め
に
、
家
族
を
守
る
た
め
に
、
今

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

◎特集　死ぬな。逃げろ。助けろ。

防災

①平成16年 7 月13日、活発な梅雨前線による集中豪雨で増水した
滝谷川。この豪雨では新潟県中越と福島県会津を中心に被害が発
生し、「新潟・福島豪雨」と名付けられた。三島町では日雨量205
㎜を観測し、土砂崩れや道路の決壊などの被害が発生した。死者
は新潟県内で15名、昭和村でも 1名が亡くなった。

②平成17年12月から平成18年 1 月にかけて全国的に記録的な大雪
となり、「平成18年豪雪」と名付けられた。三島町では積雪204㎝
を観測。降雪と低温が続いて除雪が間に合わず、高齢者世帯を中
心にボランティアをお願いして除雪にあたった。写真は、間方地
区でのボランティアによる除雪作業の様子。

③昨年 2月 7日午前 2時半頃、金山町小栗山で土砂崩れが発生し
民家 2棟が全半壊した。雨や雪で地盤が緩んでいたことが原因と
見られる。集落の北側約400ⅿの位置にある山林が、幅約50ⅿ、
高さ約25ⅿにわたって崩れ落ち、集落に流れ込んだ。全半壊した
2世帯を含め10世帯25人が避難し、今年 5月に避難指示が解除さ
れるまで仮設住宅などでの生活を強いられた。

　

昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
。
そ
の

日
は
田
の
草
取
り
に
行
く
予
定
で
し
た

が
、
母
に
「
行
か
な
い
ほ
う
が
い
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
思
え
ば
虫
の
知

ら
せ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
地

震
は
昼
食
後
に
起
こ
り
ま
し
た
。
妻
は
、

具
合
の
悪
か
っ
た
二
歳
の
娘
と
い
っ

し
ょ
に
家
の
二
階
に
い
ま
し
た
が
、
ど

う
や
っ
て
降
り
た
か
覚
え
て
い
な
い
と

言
い
ま
す
。
這
う
よ
う
に
し
て
外
へ
出

る
と
、
地
面
が
波
打
っ
て
い
て
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
家
は
半
壊
し
、

地
す
べ
り
で
宙
に
浮
い
た
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
近
く
の
杉
林
は
只
見
川
へ
と

崩
れ
落
ち
、
対
岸
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

あ
の
恐
ろ
し
い
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
逃
げ
る
の
が
や
っ
と
で
、

貴
重
品
を
持
ち
出
す
余
裕
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
町
か
ら
避
難
命
令
が
出
さ

れ
、
私
た
ち
家
族
は
集
会
所
に
避
難
し

ま
し
た
。
消
防
団
が
、
半
壊
し
た
私
の

家
か
ら
戸
板
や
畳
な
ど
の
家
財
を
取
り

出
し
て
く
れ
た
の
で
、
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
地
震
は
予
測
不
可
能
で
、
い
つ

起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
教
訓
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

忘
れ
な
い
あ
の
恐
怖

新
潟
地
震
で
自
宅
が
半
壊　

角
田
伊
一
さ
ん
（
川
井
）

角田伊一さんと妻の正子さん

新潟地震で半壊した角田さんの家

■新潟地震
昭和39年 6 月16日、
午後1時過ぎに発生。
震源は新潟県の粟島
南方沖。津波や火災
が発生し、日本海側
の広範囲に大きな被
害をもたらした。

死者　　 26名
全壊　1,960棟
半壊　6,640棟
浸水 15,298棟

③①

②
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Interview

佐藤 幸志 西方区長

日頃のコミュニケーションが大切

　区長になって最初に心配したことは
「防災」でした。今回の防災訓練では、
各隣組長や老人会、婦人会などに声を
かけ、被害報告を徹底し、災害時の連
絡体制を確認することができました。
仕事を休んで参加してくれた方もお
り、大変感謝しています。人任せにせ
ず、一人一人が責任を持って行動する
ことが大切です。また、住民同士のコ
ミュニケーションが、いざという時に
役立つと感じています。

Interview

会津坂下消防署
星　始 三島出張所長

地震の二次災害で怖いのは火災

　地震直後に発生する火災によって被
害が拡大します。火が小さいうちに協
力して消すことが重要です。飲料水や
食料、乳児のミルクなどは最低 3日分
準備しましょう。福島県周辺では地震
が多発しており、福島県に迫ってきて
いるような気がします。地域ごとの自
主防災組織も必要です。まずは防災訓
練に参加しましょう。あなたの身を守
るのは、あなた自身なのですから。

死
ぬ
な
！

自
主
防
災

十
月
十
六
日
午
前
八
時
三
十

分
、
震
度
６
強
の
揺
れ
が
三
島

町
を
襲
う
。
町
内
で
は
多
く
の

建
物
が
倒
壊
し
、
火
災
も
発
生
。

多
く
の
け
が
人
が
出
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
想
定
で
、
西
方
地

区
を
中
心
に
三
島
町
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後
、

役
場
で
は
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
全
職
員
を
動
員
し
て
被
害
情

報
収
集
に
当
た
り
、
西
方
地
区
の

被
害
が
大
き
い
た
め
、
森
の
校
舎

カ
タ
ク
リ
に
現
地
対
策
本
部
設
置

を
決
定
。
午
前
八
時
五
十
八
分
、

防
災
無
線
で
西
方
地
区
に
避
難
指

示
を
出
し
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん

が
徒
歩
で
森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ
に

避
難
し
ま
し
た
。
同
時
に
消
防
団

西
方
班
が
召
集
さ
れ
、
班
員
は
情

報
収
集
と
避
難
誘
導
に
当
た
り
ま

し
た
。

　

西
方
区
長
は
、
各
隣
組
長
か
ら

被
害
状
況
と
避
難
者
数
の
報
告
を

受
け
、
現
地
対
策
本
部
に
報
告
。

消
防
団
西
方
班
長
は
班
員
か
ら
の

被
害
状
況
報
告
を
受
け
、
同
じ
く

現
地
対
策
本
部
に
報
告
し
ま
し

た
。
現
地
対
策
本
部
か
ら
役
場
の

災
害
対
策
本
部
へ
、
そ
し
て
会
津

地
方
振
興
局
へ
と
被
害
状
況
が
報

告
さ
れ
、
応
援
要
請
を
行
い
、
一

連
の
情
報
収
集
・
報
告
訓
練
が
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
応
急
手

当
訓
練
、
救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
西
方
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
約
三
百
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
災
害
が
起
き
た
と
き

の
連
絡
体
制
や
避
難
場
所
を
再
確

認
す
る
と
共
に
、
様
々
な
防
災
の

知
識
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
定
期
的

に
行
い
、
そ
の
た
び
に
災
害
に
対

す
る
備
え
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
団
結

し
、
繰
り
返
し
訓
練
を
す
る
こ
と

が
最
大
の
「
防
災
」
と
な
り
ま
す
。

備えと団結で命を守る
震度6強の地震を想定した防災訓練を実施

訓練が最大の「防災」

防災訓練では、会津坂下消防署三島出張所の大竹一嘉 消防司令補や、県立
宮下病院の岩﨑愛 看護師などの指導により各種訓練が行われた。

震度 現象・被害

７
揺れにほんろうされ動くことができない。家具が飛ぶ。
建物は倒壊。大規模な地すべりや地割れが発生する。
（1995年 阪神淡路大震災、2004年 新潟中越地震）

６強
立っていることができない。家具が転倒する。多くの建
物の壁や窓ガラスが破損。広い地域で停電、断水する。
（2007年 能登半島地震、2008年 岩手・宮城内陸地震）

６弱 立っていることが困難になる。家具が転倒する。建物の
壁や窓ガラスが破損。耐震性の低い建物は倒壊。

５強 かなりの恐怖を感じ思い通りに動けない。テレビが台か
ら落ちる。家具が移動する。自動車の運転が困難になる。

５弱 恐怖を感じる。棚から食器類や本などが落ちる。
４ 眠っている人が目を覚ます。食器類が音を立てる。
３ ほとんどの人が揺れを感じる。

1 避難訓練
　午前 8時58分、防災
無線により避難指示の
放送が流れ、西方地区
の住民が「森の校舎カ
タクリ」校庭に徒歩で
避難した。区長は各隣
組長から被害状況の報
告を受け、現地対策本
部に報告した。

2 応急手当訓練
　消防士や看護師の指
導により、骨折や打撲、
切り傷などの応急手当
訓練を実施。災害現場
には救急用品がないこ
とを想定し、ダンボー
ルやタオルなどを使っ
た応急処置を学んだ。

4 消火訓練
　訓練用の水消火器
を用いた消火訓練を
実施し、消火器の使
い方を改めて確認し
た。地震の二次災害
で最も怖い火災。住
民による初期消火が、
被害の拡大を防ぐた
めに重要である。

3 救助訓練
　毛布や上着で応急担
架を作り、負傷者を安
全な場所へ運ぶ訓練を
実施。災害現場では救
急・消防が麻痺するた
め、まず住民が力を合
わせて負傷者を助け出
すことが人命救助につ
ながる。

三島町防災訓練
■主催/三島町・西方地区・
三島町消防団 ■参加団体/三
島町婦人防火クラブ・三島町
赤十字奉仕団・三島町社会福
祉協議会・会津坂下消防署・
会津坂下警察署・県立宮下病
院・福島県会津地方振興局

4 消火訓練

3 救助訓練 2 応急手当訓練

1 避難訓練

◎特集　死ぬな。逃げろ。助けろ。防災
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助
け
ろ
！

救
命
勇
気
を
出
し
て
つ
な
げ

大
切
な
命
の
リ
レ
ー

目
の
前
で
人
が
倒
れ
、
呼
吸
も
心
臓
も
止
ま
っ
て
い
る

そ
の
時
、
あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
が
命
を
救
い
ま
す

　

人
は
心
肺
停
止
か
ら
五
分
を
過
ぎ
る
と
、
命
が
危
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
通
報
か

ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
六
分
。
そ
の
間
に
何
も
し
な
け
れ
ば
、
助

か
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
命
を
救
う
の
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

の
勇
気
あ
る
行
動
。
そ
れ
が
「
心
肺
蘇
生
法
」
と
い
う
命
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
で
す
。

覚えてください
命を守るために
心肺蘇生法

1 意識の確認
　耳元で「大丈夫です
か」と叫び、意識があ
るかどうか確かめます。
▼

2 119番通報と
ＡＥＤの手配

　意識がない時は大き
な声で助けを求め、「あ
なたは119番通報してく
ださい」「あなたはＡＥ
Ｄを持ってきてくださ
い」と頼みます。誰も
いない時は、自分で119
番通報します。
▼

3 呼吸の確認
　正常な呼吸をしてい
るか、胸は動いている
かを確認します。
▼

4 人工呼吸と
心臓マッサージ

　正常な呼吸をしてい
なければ、すぐに人工
呼吸を行います。片手
を額に当て、頭を後ろ
にのけぞらせて気道を
確保します。鼻をつま
み、胸が上がるのがわ
かる程度に約 1 秒かけ
て息を吹き込みます。
これを 2回行ったら、
両手を重ねて胸の真ん
中を垂直に押します。
胸が 4～ 5㎝沈むくら
いの圧迫を、 1 分間に
100回の速さで30回行い
ます。こうして人工呼
吸 2回、心臓マッサー
ジ30回を交互に繰り返
します。
▼

5 ＡＥＤの使用
　ＡＥＤが届いたら、
電源を入れて電極パッ
ドを傷病者の胸の右上
と左下に貼り付け、音
声ガイドに従って操作
します。救急車が到着
したら、救急隊員に引
き継いでください。

1 分 1 秒を争う

命のリレー
現場に居合わせた人の応急
処置が救命率を高めます。

119番通報
▼

心肺蘇生法
※ＡＥＤの使用
▼

救急車到着
救急隊員へ引継ぎ
▼

病院へ搬送

人工呼吸

心臓マッサージ

ＡＥＤの操作

ダミー人形を使った心肺蘇生訓練

※ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）
自動的に傷病者の心電図
を解析し、心肺停止の場
合、ボタンを押して電気
ショックを与える救命器
具。音声ガイドに従い、
誰でも使用することが認
められています。

逃
げ
ろ
！

避
難

速
や
か
に
落
ち
着
い
て
隣
近
所
い
っ
し
ょ
に
避
難

「
水
」
と
「
食
料
」
の
備
え
は
最
低
三
日
分

　

災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

町
は
防
災
無
線
や
広
報
車
に
よ
っ
て
「
避
難

勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」
を
出
し
ま
す
。
そ

の
時
は
、
で
き
る
だ
け
隣
近
所
に
声
を
か
け

な
が
ら
、
落
ち
着
い
て
指
定
の
避
難
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
気
象
庁
は
災
害

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
「
警
報
」
を
発
表
し

ま
す
。
さ
ら
に
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」

や
「
過
去
数
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
高
い
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
警
戒
を

促
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
天
気
予
報
に
注
意

し
、
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難
す
る

こ
と
が
被
害
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

非
常
時
の
持
出
品
は
「
無
け
れ
ば
困
る
も

の
」
を
ま
と
め
、
取
り
出
し
や
す
い
場
所
に

常
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
一
番
必
要
と
な
る

の
は
「
水
」
と
「
食
料
」
で
す
。
救
援
が
遅

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
最
低
三
日
分
は
準
備

し
、
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災害が起きたら
最寄りの施設に避難を

●町民センター
●宮下活性化センター
●多目的集会施設（ひだまり）
●桑原集会所
●大登生活改善センター
●川井集会所
●桧原多目的集会所
●滝谷集会所
●大谷活性化センター
●浅岐集会所
●間方集会所
●西方ふるさとセンター
●大石田生活改善センター
●名入集会所
●高清水集会所
●滝原林業集会センター
●早戸生活改善センター
■三島小学校
■三島中学校
■生涯学習センター森の校舎カタクリ
■交流センター山びこ
■生活工芸館
■三島保育所

家族がイナイ

171
災害用伝言

　災害時、家族などの安否確
認のために「災害用伝言ダイ
ヤル171」があり、固定電話、
携帯電話、公衆電話から利用
できます。音声案内に従って
30秒以内の伝言の録音・再生
ができます。録音された伝言
は、48時間保管され、被災地
やそれ以外の地域から再生し
て聞くことができます。

非常持出品　無ければ困るものを準備
　非常持出品は、災害時に必要なものを「非常持出袋」にまとめ、いつでも持
ち出せる場所に保管しましょう。電気・ガス・水道など、すべてのライフライ
ンが止まった場合を想定して準備してください。

■非常持出品の例
①水・非常食
（ 3日分）
②懐中電灯
③常備薬
④救急セット
⑤貴重品
⑥シート
⑦軍手
⑧携帯ラジオ
⑨電池
⑩給水容器
⑪ナイフ
⑫食器
⑬マッチ・ライター
⑭生理用品
⑮ビニール袋
⑯コンロ
⑰新聞紙非常持出品の例

避
難
所
を
確
認
し

非
常
持
出
品
の
備
え
を

避難勧告や避難指示が出された場合や、
自主的に避難する場合は、下記の施設が
避難所となります。

◎特集　死ぬな。逃げろ。助けろ。防災

ＡＥＤは下記の施
設・事業所に配備さ
れています。
●町民センター
●三島中学校
●福寿草
●佐久間建設工業㈱
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町の防災の要である三島町消防団。団員数は現在140名。団員の確保が課題となっているが、消火栓や消防ポンプの点検、ポン
プ操法訓練など、日々の消防団の活動は住民の安全・安心のために欠かせない。

防災の家族会議をしてみよう

家族が無事であることが、私たちの一番の願いではな
いでしょうか。もしもの時のために、ぜひ家族で話

し合ってください。防災について考えると同時に、きっと
「家族のきずな」が深まるきっかけになると思います。
■非常持出品などの備えは大丈夫か？
■離ればなれになった時の連絡方法は？
■避難場所や避難ルートを確認しよう。
■家屋に危険箇所はないか？
■心肺蘇生法とＡＥＤの使用法を学ぼう。

自
助
・
共
助
・
公
助

地
域
み
ん
な
で
助
け
合
う

　

災
害
時
は
、
ま
ず
自
分
が
助
か

る
こ
と
、
次
に
人
を
助
け
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
と
い
う
防
災
の
基
本

が
あ
り
ま
す
。「
自
助
」
は
、
自
分

の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と
。「
共

助
」
は
、
隣
近
所
の
住
民
が
共
に

助
け
合
う
こ
と
。「
公
助
」
は
、
公

の
防
災
機
関
に
よ
っ
て
助
け
る
こ

と
で
す
。
こ
の
三
つ
が
う
ま
く
機

能
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
防

災
体
制
が
整
い
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

行
政
は
全
力
で
「
公
助
」
に
当

た
り
ま
す
。
町
職
員
は
総
動
員
で
、

で
き
る
限
り
の
救
援
活
動
に
走
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
は
、「
災
害

は
起
こ
る
」
と
い
う
意
識
を
常
に

持
ち
、「
日
常
の
備
え
」
に
徹
し
て

く
だ
さ
い
。
大
災
害
は
、
明
日
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
特
集
「
防
災
」
終
わ
り

家
族
の
た
め

地
域
の
た
め

忘
れ
な
い
「
防
災
の
心
」

災害時、体も心もあたたまる炊き出しは
何よりもありがたい。写真は、防災訓練
での三島町赤十字奉仕団と三島町社会福
祉協議会の方々による炊き出し訓練の様
子。ハイゼックスという特殊な袋を用い
る方法と、普通の鍋と薪で炊く方法で、
130人分のおにぎりを作り、参加者にふ
るまった。まさに住民の「共助」の精神
がここにある。

心肺蘇生法とＡＥＤ使用の講習を行っています。
会津坂下消防署の「普通救命講習」

　会津坂下消防署では、心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の使用法を学ぶ「普通救命講習」を行っています。
5人 1グループから受け付けています。大切な命を守るため
に、ぜひ受講してください。詳しくは、下記までお問い合わ
せください。
問 会津坂下消防署三島出張所　℡５２－３０３２

楽
観
視
が
被
害
を
招
く

早
い
決
断
が
被
害
を
防
ぐ

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
起
こ
る
と
は
な
か
な
か
思

え
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
楽
観
的

な
意
識
に
「
落
と
し
穴
」
が
あ
り

ま
す
。
地
震
や
水
害
で
被
災
し
た

「
災
害
は
起
こ
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

「
す
ぐ
逃
げ
る
」「
隣
近
所
に
声
を
か
け
る
」

「
ま
だ
大
丈
夫
」
は
大
き
な
間
違
い

意
識
の
中
に
「
落
と
し
穴
」
が
あ
る

《防災訓練用品を整備しました》
　町では、財団法人自治総合センターの「ふるさ
と消防団活性化助成事業」により下記の訓練・広
報用機材を購入し防災のために役立てています。

用具・機材 数量
訓練用消火器（水消火器）と
ノズル接続ジョイント 3本

蘇生法教育簡易モデル（ダミー
人形）と訓練用ＡＥＤ 1式

角型水槽 2組
ノートパソコン 1台
プロジェクター 1台
キャリングケース 1個

《軽消防自動車の寄贈が決定》
大谷地区に配備する予定です

　社団法人日本損害保険協会から、小型動力ポン
プ付軽消防自動車 1台が寄贈されることが決ま
り、大谷地区に配備する予定となっています。

問 役場 総務課 総務係 ℡４８－５５１１

Interview

五十嵐 五郎 三島町消防団長

隣近所呼びかけ合って防災を

　10月16日の三島町防災訓練では、西
方地区の皆さんが大勢参加してくださ
り、大変感謝しております。これも防
災に対する意識の高まりの現われだと
思います。私も現在まで何件もの自然
災害、火災の現場に携わってきました
が、その時の状況を思い出すたびに身
が引き締まります。住民の皆さん一人
一人が注意し、隣近所呼びかけ合って、
火災のない、災害のない町づくりを進
めなければなりません。我々消防団も、
安全安心な地域を目指し、新たな気持
ちで「防災」に努めていきたいと思い
ます。

人
々
の
多
く
は
、「
ま
さ
か
こ
ん
な

に
揺
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

「
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
水
が
来
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。」
な
ど
と
言
い

ま
す
。
ま
た
、「
ま
だ
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
…
。」「
隣
の
家
が
逃
げ
な

い
か
ら
…
。」
な
ど
と
楽
観
視
し

て
逃
げ
遅
れ
、
被
害
を
受
け
た
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
狭
い
範
囲
で
短
時
間

に
大
雨
が
降
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

が
各
地
で
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
現
地
の
状
況

把
握
が
遅
れ
、
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、

自
主
的
に
「
す
ぐ
逃
げ
る
」、
そ
し

て
「
隣
近
所
に
声
を
か
け
る
」
な

ど
の
早
い
決
断
が
、
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
非
常
に
大
切
で
す
。

◎特集　死ぬな。逃げろ。助けろ。防災
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広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡ください。
●役場 総務課 企画財政係　℡４８－５５１５

老いも若きもパワー全開
桐の里町民運動会

　桐の里町民運動会は、さわやかな秋晴れとなった
10月13日、町民運動場で開催されました。地区対抗
綱引きは、地力に勝る大石田チームが優勝。地区対
抗長縄跳びは、川井チームが息の合った跳躍で54回
を跳んで優勝しました。そのほか「グラウンドゴル
フグランプリ」や「輪投げオリンピック」など、計
10種目が行われ、幼児から高齢者まで多くの皆さん
が参加しました。また、開会式の中で「生涯学習ス
ポーツ表彰」が行われ、陸上競技で県大会に出場し
た中学生 3名が表彰されました。

ジャンボ焼鳥挑戦イベントでは、参加者が協力して長い竹串
に地鶏肉をさし、炭でじっくりと焼いた。焼きあがった焼鳥
は 7ⅿ41㎝を記録。参加者の皆さんは、完成まで約１時間立
ちっぱなし。苦労が実り、最後にジャンボ焼鳥を分け合った。

会津の編み組工芸品展には、全会津の市町村から92名の応募
があり、合計635点の作品が会場に並んだ。県内だけでなく
首都圏方面などからも工芸好きの方々が多数訪れ、作品は
次々に売約された。

地区対抗綱引きで優勝した大石田チーム。決勝戦では、昨年
優勝の宮下チームに 2連勝し、抜群の力を見せた。

輪投げオリンピック

生涯学習スポーツ表彰者
氏　　名 成　　績

五十嵐　　　渉くん 県中学陸上1500ⅿ出場
西　方　雅　明くん 県中学陸上400ⅿ出場
小　柴　　　遥さん 県中学陸上 4種競技出場

クラシック音楽の生演奏に感動
演奏「仙台チェンバーアンサンブル」

　クラシック音楽のコンサートが、10月 8日、三島
小学校体育館で開催されました。演奏は、仙台チェ
ンバーアンサンブルの皆さん。ピアノ、バイオリン、
チェロ、フルート、クラリネット、パーカッション、
歌と朗読による演奏が行われました。曲目は、サウ
ンド・オブ・ミュージック、天空の城ラピュタより
「君をのせて」、ラプソディ・イン・ブルー、音楽
の動物園など。コンサートの最後には、来場者全員
が参加して三島小学校校歌などを演奏しました。プ
ロが奏でる見事な生演奏が、体育館いっぱいに響き
渡り、音楽の楽しさ、すばらしさを改めて感じる機
会となりました。

このコンサートは、「放課後ひろば」
として未来を担う子どもたちの健や
かな成長をサポートする東北電力㈱
の主催により行われました。

地鶏バーベキューを味わう家族連れ

全会津の匠の技が集まる
第４回 会津の編み組工芸品展

　第 4回会津の編み組工芸品展は、10月18・19日の
2日間、交流センター山びこで開催されました。奥
会津三島編組品振興協議会の主催。三島町の国指定
伝統的工芸品「奥会津編み組細工」はもちろん、竹、
あけび蔓、マタタビ蔓、山ブドウ蔓皮など、自然素
材の編み組工芸品だけを、全会津から集めた展示会
です。作品は審査が行われ、「米揚げ笊」を出展し
た諏佐信平さん（金山町）が、最高賞の福島県会津
地方振興局長賞を受賞されました。また、会場では
伝統工芸士の五十嵐文吾さん（大登）、二瓶新永さ
ん（大登）、舟木トメ子さん（間方）などが編み組
細工の実演を行い、生活文化の中で培われた技を見
せながら来場者と交流しました。

三島の秋味はうまい！
第７回 会津地鶏まつり＆美坂高原新そばまつり
　第 7回会津地鶏まつりと美坂高原新そばまつり
は、10月12日、美坂高原で開催されました。地鶏 1
羽 3～ 5名分に地元野菜付きのバーベキューは、 1
口3500円。家族連れなどが県内外から多数訪れ、150
口すべて完売しました。また、「ジャンボ焼鳥挑戦
イベント」や「地鶏ひなレース」などの楽しいイベ
ントも行われました。同時開催の「美坂高原新そば
まつり」は、美坂高原産の新そばを使い、ざるそば、
地鶏そば、山菜そばが 1人2000円で食べ放題。こち
らも大好評でした。地鶏と新そば。「三島の秋味」
は最高です。
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十
月
二
十
八
日
、
浅
岐
地
区
の

入
山
沢
で
、
栃
の
巨
木
の
伐
採
見

学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
山
と

木
の
市
場
実
行
委
員
会
」（
代
表 

五
十
嵐
善
徳
さ
ん
）
の
主
催
。
県

内
外
か
ら
見
学
希
望
者
が
約
二
十

名
集
ま
り
、
山
奥
の
現
場
ま
で
約

三
十
分
か
け
て
到
着
し
ま
し
た
。

栃
の
木
は
高
さ
三
十
㍍
以
上
、
直

径
約
二
．
五
㍍
、
樹
齢
は
三
百
五

十
年
以
上
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
ま

ま
だ
と
寿
命
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
伐
採
は
、
地
元
の
林
業
者
の

方
々
が
一
㍍
以
上
も
あ
る
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。
倒

れ
る
瞬
間
、
体
が
震
え
る
ほ
ど
の

轟
音
が
山
々
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
三
百
五

十
年
の
時
を
越
え
て
生
き
て
き
た

巨
木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
肌
で
感

じ
、
拍
手
や
奇
声
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　

今
年
六
月
に
は
、「
ふ
る
さ
と
会

津
工
人
ま
つ
り
」
と
同
時
に
「
山

と
木
の
市
場
」
を
開
催
し
、
多
く

の
方
々
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

今
回
伐
採
し
た
栃
の
巨
木
は
、
製

材
し
て
展
示
販
売
す
る
予
定
で

す
。「
山
と
木
の
市
場
実
行
委
員

会
」
で
は
、
木
材
業
を
通
し
て
「
森

を
生
か
す
」
た
め
の
活
動
を
今
後

も
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

伐採された樹齢350年以上の栃の巨木。寿命がくれば朽ち
て土となる運命だった巨木は、製材され新たな形に生ま
れ変わる。

樹齢350年の巨木を「生かす」
栃の巨木の伐採見学会

たくさんの本を子どもたちに
福島県立図書館「読書推進講座」

　

福
島
県
立
図
書
館
主
催
の
読
書

推
進
講
座
は
、
九
月
二
十
五
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
生
活
評
論
家
の
境
野
米

子
さ
ん
（
福
島
市
在
住
）
が
「
食

と
読
書
の
お
い
し
い
関
係
」
と
題

し
て
講
演
し
、
子
ど
も
の
頃
、
家

族
で
い
つ
も
本
を
読
ん
で
い
た
こ

と
や
、
食
べ
も
の
の
不
安
が
き
っ

か
け
で
本
を
書
き
始
め
た
こ
と
な

ど
に
ふ
れ
、「
子
ど
も
に
何
を
与
え

た
ら
い
い
の
か
、
何
を
伝
え
れ
ば

い
い
の
か
、
親
が
し
っ
か
り
考
え
、

子
ど
も
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
続
い
て
奥

会
津
書
房
編
集
長
の
遠
藤
由
美
子

さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

只
見
町
立
朝
日
小
学
校
長
栗
村

良
輔
さ
ん
、
同
校
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
菅
家
成
美
さ
ん
、
県
立

葵
高
校
主
任
学
校
司
書
長
崎
キ

ヨ
子
さ
ん
。
朝
日
小
学
校
の
本
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
や
、
葵
高
校

の
「
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
立
ち
寄

り
た
い
図
書
館
」
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
生
活
の
中
に
自
然
に
「
本
」

が
あ
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
大
人
は
子
ど
も
に
本
を

読
ま
せ
た
い
の
か
。
そ
れ
は
、
本

を
読
む
こ
と
で
豊
か
な
人
間
性
が

育
ま
れ
る
と
、
多
く
の
人
が
信
じ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
は
地
域
み
ん
な
の
宝

で
す
。
大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
、
本
気
で
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

読書について話し合ったパネリストの方々

講演した境野米子さん

　

名
入
地
区
の
小
学
生
で

作
る
「
名
入
鉄
道
愛
護
子

供
会
」は
、毎
週
土
曜
日
の

朝
、会
津
西
方
駅
の
ホ
ー
ム

や
待
合
室
の
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。
名
入
地
区
で

伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た

活
動
で
、
親
の
世
代
の
皆

さ
ん
も
行
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、

長
年
に
わ
た
る
清
掃
活
動

に
感
謝
し
、
十
月
二
十
九

日
、
小
沼
眞
一
会
津
坂
下

駅
長
か
ら
代
表
の
二
瓶
和

香
さ
ん
（
小
6
）
に
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
受

け
継
い
で
き
た
駅
を
守
る

活
動
。
本
当
に
す
ば
ら
し

い
伝
統
だ
と
思
い
ま
す
。

名入鉄道愛護子供会と保護者の皆さん

名入鉄道愛護子供会に感謝状
きれいな会津西方駅を守る

旧友と再会　三島の発展願う
第32回 首都圏三島会総会

　

首
都
圏
三
島
会
総
会
は
、

十
月
十
八
日
、
東
京
都
上
野

で
開
催
さ
れ
、
五
十
三
名
の

会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
三

島
町
か
ら
は
、
角
田
伊
一
町

議
会
議
長
を
は
じ
め
、
町
職

員
三
名
、
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

三
島
総
合
支
店
長
、
山
菜
加

工
場
職
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
旧
友
と
の

再
会
を
祝
い
、
ふ
る
さ
と
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
首
都
圏
三
島
会
で
は
、

三
島
町
の
発
展
を
願
い
、
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

天からの贈物で安全祈願
会津坂下警察署 三島駐在所

　

会
津
坂
下
警
察
署
三
島

駐
在
所
の
鈴
木
孝
二
巡

査
部
長
が
、
駐
在
所
裏
で

さ
つ
ま
い
も
を
栽
培
し
た

と
こ
ろ
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い

た
よ
う
な
珍
し
い
形
の
さ

つ
ま
い
も
が
と
れ
ま
し
た
。

三
島
駐
在
所
で
は
こ
れ
を

天
か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
、

「
交
通
安
全
」
と
「
火
の
用

心
」
を
祈
願
し
、
の
ぼ
り

を
立
て
て
飾
り
ま
し
た
。

首都圏三島会総会

珍しいサツマイモを飾った安全祈願

入会促進願い「蕎麦会」
若松三島会

　

十
月
二
十
五
日
、
若
松
三

島
会
の
「
蕎
麦
会
」
が
会
津

若
松
市
の
鶴
ヶ
城
本
丸
茶
屋

で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
三
島

町
出
身
の
方
々
約
三
十
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

会
津
古
城
研
究
会
長
石
田

明
夫
氏
か
ら
若
松
城
、
神
指

城
な
ど
に
関
す
る
講
演
を
聴

き
、
会
津
の
歴
史
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
島
町
で
生
産
さ
れ
た

蕎
麦
粉
を
使
っ
た
蕎
麦
を
食

べ
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

若松三島会の蕎麦会



■町の委員委嘱
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Keyman's voice

■教育委員会 Eメール kyouiku@town.mishima.fukushima.jp

文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業

住
民
と
の
協
働
を
基
本
と
し
た

地
域
づ
く
り
計
画
を
作
り
ま
す

私
た
ち
の
生
活
文
化
を

守
り
育
て
て
い
こ
う

　

こ
の
事
業
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
十
年
後
、
二
十
年
後

を
見
据
え
、
私
た
ち
の
生
活
文
化

全
体
を
総
合
的
に
把
握
し
、
保
存

活
用
し
て
い
く
た
め
の
構
想
・
計

画
を
作
る
た
め
の
事
業
で
す
。
文

化
庁
が
全
国
の
自
治
体
か
ら
二
十

件
を
選
定
し
、
三
島
町
も
そ
の
中

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
は
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
「
サ
イ
の
神
」
や

県
指
定
の
「
虫
送
り
」「
ひ
な
流
し
」

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
守
り
続

け
て
き
た
生
活
文
化
の
す
ば
ら
し

さ
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

全
国
に
は
、
三
島
町
と
同
様
に

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
悩
む
集

落
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
い
う

意
味
で
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言

葉
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
山

村
で
の
「
生
き
方
」
や
「
暮
ら
し

方
」
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
生
活
文
化
の
豊
か

さ
を
理
解
し
、
そ
れ
を
守
り
育
て

な
が
ら
、
い
き
い
き
と
生
き
て
こ

そ
、
こ
の
山
村
に
住
む
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
方
法
を
考
え
、
計
画
を
作
る
こ

と
が
こ
の
事
業
の
目
標
で
す
。

策
定
委
員
会
は
一
般
公
開

誰
で
も
来
場
で
き
ま
す

　

計
画
作
り
の
た
め
に
、「
三
島

町
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
福

島
県
立
博
物
館
長
赤
坂
憲
雄
氏

を
委
員
長
と
し
、
十
六
名
の
策
定

委
員
が
い
ま
す
。
第
一
回
の
策
定

委
員
会
は
、
十
月
二
十
日
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
一
般
公
開
と
し
、

誰
で
も
会
場
で
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、「
広
報
み
し
ま
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
公
開

に
努
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
想
い
を
聴
き
に

各
地
区
へ
参
り
ま
す

　

三
島
町
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
も
そ
の
趣
旨
に
則
り
、「
住

民
と
の
協
働
」
を
基
本
と
し
て
構

想
と
計
画
の
策
定
を
し
て
い
き
ま

す
。
右
の
図
の
よ
う
に
、
策
定
委

員
会
の
他
に
文
化
財
調
査
部
会
と

文
化
財
保
存
活
用
検
討
部
会
の
二

つ
の
部
会
を
設
置
し
、
各
地
区
の

皆
さ
ん
の
想
い
を
聴
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

※
本
事
業
に
関
し
て
、
ご
意
見
・

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
事
務
局
】
教
育
委
員
会

電
話
四
八
―
五
五
九
九

国の重要無形民俗文化財
「三島のサイの神」

◎次回の策定委員会
11月14日 午後 2時～
場所/町民センター

策定委員長
赤坂憲雄 県立博物館長

将来構想の手がかりに
　三島町には、岩手県遠野
市に匹敵するくらいの文化
財に関する調査報告書があ
ります。そして、多くの民
俗行事や石仏、神社などが
残っているということは、
それを支えてきた人々がい
るということ。「もの」「人」
「景観」が残っているとい
うこと。この事業は、三島
町の将来に向けての構想を
描くために、大変重要な手
がかりになるだろうと感じ
ています。

文化財総合的把握モデル事業の流れ

事業組織体制

各地区

文化財保存・
活用検討部会

文化財　
調査部会

策定委員会

20年 歴史文化基本構想の策定

◆町の方向性を示す
◆地区の方向性を示す

保存活用計画の策定
◆住民・行政協働事業計画
◆地区振興計画づくり

21年

22年

23年 構想・計画に基づいた事業の実施

福島県立宮下病院からの情報コーナー

ハチに注意！
　今年は例年になくハチに刺される人が多い年で
した。「ハチ刺され」の症状は極めて多彩です。ア
レルギーがなければ、痛み、かゆみ、発赤、はれ
といった症状だけで、3日間ほどで消失しますが、
アレルギーの場合には、じんましん、時には呼吸
困難や意識障害などのショック症状があらわれ、死
に至ることもあるので注意が必要です。アレルギー
症状は、刺されてから30分以内に生じます。刺さ
れたのが初めてでも、症状が出ることがあります。
　ハチに刺された場合は、毒針が残っていたら取
り除いてハチ毒を吸い出し、可能ならば冷やして
ください。手足を刺された場合は、心臓に近いと
ころを縛るなどの処置もあわせて行います。また、
ショックを起こしたことのある人は、自己注射用
アドレナリン注射液について医師に相談してくだ
さい。
　「ハチ刺され」を避けるために、屋外での作業
や山歩きをする際などは、肌の露出を避け、香水
や黒い色の衣服も避けたほうが良いでしょう。

問 福島県立宮下病院事務部　℡５２－２３２１

連　載

みしま INFO & NEWS

福島県立宮下病院 内科医

後藤 直子 先生

齋藤茂樹町長に寄付を手渡す齋藤賢夫先生

教育委員に齋藤公朗さん、小松正志さん
　三島町教育委員に、齋藤公朗さん（宮下）と小
松正志さん（西方）が委嘱されました。子どもた
ちの教育の発展のためによろしくお願いします。

齋藤公朗さん 小松正志さん

固定資産評価審査委員に目黒忠昭さん
　三島町固定資産評価審査委員に目黒忠昭さん
（滝谷）が委嘱されました。固定資産評価審査委員
は、固定資産の評価額に関する不服の審査を行い
ます。適正な評価のためによろしくお願いします。

目黒忠昭さん

町へのご寄付 ありがとうございました
齋藤賢夫先生より多額のご寄付

　齋藤賢夫先生（齋藤医院）より、町の福祉のた
めに活用してほしいと、町に多額のご寄付をいた
だきました。ありがとうございました。



今月の納税
○国民健康保険税　　　　　第 4期
○介護保険料（普通徴収）　第 4期

※納期限は12月 1 日です。
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三島町内街頭犯罪等発生状況（ 1～ 9月）
区　　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い 1 1
忍 込 み
事 務 所 荒 し 2
出 店 荒 し
自 動 車 盗 3
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 6
自 販 機 ね ら い 6
車 上 ね ら い 4 1
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 計 22 2
全 刑 法 犯 91 5

　三島町では 9月中、空き巣 1件が発生しました。
管内においては、金属窃盗が多発しています。資
材置き場などから金属製の足場や鉄骨などを盗
み、業者に売却する手口です。最近では側溝のふ
たまで盗まれています。野外に置いてある金属製
品の管理には十分注意し、施錠できる倉庫に保管
するか、資材置き場に立ち入ることができないよ
うな防犯対策をお願いします。

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物損壊・傷害・万
引き等）の犯罪発生件数が含まれます。

会津坂下警察署からのお知らせ

情報ひろば情報ひろば

秋季全国火災予防運動
11月 9日～11月15日

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」
会津坂下消防署 三島出張所

　火災が発生しやすい季節となりました。10月29日
には、会津美里町の伊佐須美神社の本殿などが全焼
し大きな損害が出ました。火災を起こさないよう次
のことに注意しましょう。

住宅防火　命を守る　 7つのポイント
①寝たばこは絶対にしない
②ストーブは燃えやすい物から離れた位置に
③ガスコンロなどから離れる時は必ず火を消す
④逃げ遅れを防ぐ「住宅用火災警報器」を設置
⑤寝具や衣類、カーテンは「防炎製品」を使用
⑥火が小さいうちに消すために「消火器」を購入
⑦子どもやお年寄を守るために「隣近所」の協力を

《住宅用火災警報器の設置義務について》
　消防法により、すべての住宅の寝室や階段に「住
宅用火災警報器」を設置することが義務付けられて
います。既存住宅に関しては平成23年 6 月 1 日まで
に、新築住宅についてはその新築時に、所有者が設
置する義務があります。
問 会津坂下消防署 三島出張所　℡５２―３０３２

油の流出事故を防ぎましょう
役場 町民課 町民生活係

　寒い季節を迎え、ご家庭や事業所で暖房器具を使
用するために灯油等を取り扱う機会が多くなりま
す。万が一、灯油タンクなどから河川へ油が流出し
たら、火災の危険はもちろん、下流の水道や農業用
水などに重大な影響を及ぼし、周辺住民の方々にも
多大な迷惑をかけることになります。また、その処
理費用を原因者に負担してもらう場合もあります。
特にホームタンクをお持ちの方は次のことに注意
し、油の流出事故を防ぎましょう

灯油を使う前にまず確認
◎地震の際の転倒防止のため、ホームタンクを固定
しましょう。

◎ホームタンクや暖房器具の配管などに、亀裂や老
朽箇所がないか必ず確認し、もし異常を見つけた
ら部品の交換や修理をしましょう。

灯油を使う時は
◎給油中はその場を離れないようにしましょう。
◎使用後はバルブやコックを完全に閉めましょう。
◎ホームタンクの残量を定期的に確認し、油の減り
方が早い時は、油漏れがないか確認しましょう。

◎不要になった油を周辺に捨ててはいけません。

油流出事故が発生したら
◎すぐに布や新聞紙等で回収しましょう。汚染を広
げてしまうので水で流さないようにしましょう。

◎すぐに役場または消防署に通報してください。

※油以外にも、川で魚が死んでいる、色のついた水
が流れているなどの異常を見つけた場合にも通報
してください。

問 役場 町民課 町民生活係　℡４８―５５５５

女性の人権ホットライン
役場 総務課 総務係

　法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会で
は、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
として、ＤＶ（家庭内暴力）やセクハラなど女性を
めぐる様々な人権問題について、電話相談を実施し
ます。相談には、人権擁護委員及び法務局職員が応
じます。秘密は固く守られますので、お気軽にご相
談ください。

《相談電話》０５７０－０７０－８１０
○相談期間　11月17日（月）～11月23日（日）
○相談時間　午前 8時30分～午後 7時
　　　　　　※22・23日は午前10時～午後 5時
問 福島地方法務局人権擁護課　℡０２４―５３４―１９９４

高齢者の振り込め詐欺被害急増
福島県警察

　振り込め詐欺の被害が全国で急増しています。特
に多いのは、社会保険事務所や税務署など行政機関
の職員を名乗り、ＡＴＭの操作を指示して送金させ
る「還付金等詐欺」です。行政機関の職員がＡＴＭ
の操作を指示することはありません。そのような電
話は絶対に信用しないでください。
問 会津坂下警察署 三島駐在所　℡５２―２３０４

ご寄付ありがとうございました

ふるさと納税として

佐　藤　源　治　様（会津若松市）

《社会福祉協議会より》
生きがいデイサービス
「サロン事業」の予定

桧原はつらつクラブ
11月18日（火）10：00～　桧原多目的集会所
滝谷和楽塾
11月20日（木）10：00～　滝谷集会所
高清水・小山いきいきサロン
11月25日（火）10：00～　高清水集会所

これからの行事予定　town schedule

11月 8 日（土）
9：00～ 西部巡回美術展（交流センター山びこ）
9：00～ 三島小まつり（三島小）

11月 9 日（日）
秋の全国火災予防運動（15日まで）

8：00～ 会津桐植樹祭（町民運動場）
11月10日（月）
10：00～ 木質バイオマスシンポジウム（町民センター）
11月12日（水）
19：00～ エアロビクス（三島中体育館）
11月14日（金）
14：00～ 第 2回歴史文化基本構想策定委員会

（町民センター）
11月15日（土）

三島町消防団防火パレード
狩猟解禁

11月16日（日）
10：00～ おおたに新そばまつり（大谷活性化センター）
11月18日（火）

桐の子隊通学合宿（21日まで）
11月22日（土）
13：00～ 奥会津案内人講座（23日まで）

（森の校舎カタクリ）
12月 4 日（木）
13：30～民生児童委員協議会定例会（福寿草）

みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問役場 町民課 保健福祉係　℡４８－５５６５

からだ元気運動教室
11月11日（火）13：30～　町民センター

機能訓練会
11月12日（水）14：00～　福寿草

総合検診
11月13日（木）受付 7：30～8：30　町民センター

スッキリサラサラ教室
11月14日（金）13：00～　町民センター
12月 3日（水）13：00～　町民センター

足腰げんき教室
○水中運動編
11月19日（水）13：00～　町民センター集合

河東学園プール
○室内運動編
11月26日（水）13：30～　町民センター

ＹＹサークル
11月21日（金）10：00～　金山町ゆうゆう館

心の健康相談
12月 1日（月）13：30～　福寿草

後期高齢者（長寿）医療
保険料納付について

役場 町民課 保健福祉係
　75歳以上の方が加入する「後期高齢者（長寿）医
療制度」は、今年 4月より制度が開始されました。
保険料については、通常は年金から差引き（特別徴
収）されますが、一定基準に満たない場合、納付書
での納付（普通徴収）となります。また、特別軽減
の対象となり保険料額に変更のあった方（10月の特
別徴収からはずれた方）も、納付書での納付（普通
徴収）となります。
　普通徴収は 8月（軽減該当の方は 9月）から始まっ
ておりますので、もう一度保険料の納付についてご
確認ください。
問 役場 町民課 保健福祉係　℡４８―５５６５
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床屋を営む小島純さんのギャラリー工房「童心庵」。特技の
「写真」と独学で学んだ「落語文字」が店内いっぱいに飾
られている。

石を磨いて40年という赤城勤さんの「石工房赤城」。
その数はなんと500以上。

酒井テルイさんの「バッグの泉テルイ」。心のこもったかわい
らしい編み組細工が並ぶ。

各工房・ギャラリーには腰掛けが置かれ、訪れた方にお茶を
出すなどのおもてなしがされた。写真は、浮き（へらぶな）
を作って30年という石井啓敬さんの「会津工芸あげ羽」。

地区の方々が作った竹
筒の花が里に彩を添え
る。

須佐ヱミ子さんと矢澤昇さんの
「工房遊遊・木工房木楽人」。
須佐さんの編み組細工や裂き織
り、矢澤さんの木工品が並ぶ。
10月19日の「てわっさの里秋ま
つり」では、裂き織りの体験も
行われた。

佐藤朋義さんの「一〼十点美術処」。切り
絵、日本画、水彩画など様々な作品が展示
されている。

坂内昭三さんの「盆栽師坂内」。桐下駄店
を営むかたわら盆栽作りに取り組む。

「手づくり」の町おこしの中で、地元の子
どもたちも楽しむ。

10月19日の「てわっさの里秋まつり」では、語り
部サークル「ちゃんちゃんこ」の方々による昔語
りが行われた。情感豊かな方言で語られる民話に、
観光客や地元の子どもたちなどが聞き入っていた。

てわっさの里みやした
宮下地区を中心に、編み組細工や木工などの工芸、
絵画、写真、書、石、盆栽など、様々な特技を公開
している自宅工房・ギャラリーが点在しています。
問 役場 産業建設課 文化観光係 ℡ 0241－48－5533
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人口と世帯 10月１日現在（住民基本台帳）
人　口　2,159人（±0） 　 ９月中の　出生 0人
（男）　 1,016人（±0） 　 人の動き　死亡 0人
（女）　 1,143人（±0） 　　　　　　 転入 3人
世帯数　863世帯（±0） 　　　　　　 転出 3人

発行日　平成20年11月７日
編　集　三島町役場 総務課 企画財政係

福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350
℡ 0241-48-5515

ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
印　刷　株式会社アポロ

広報 11月号 №188

　人は、自分にとって都合の悪いことは無視するという
性質があるそうです。例えば、宝くじには当たるような
気がしても、地震が自分に襲いかかるとは思わないもの
です。しかし、これまで安全だといわれている地域でも
大地震が起こってきました。「災害は忘れた頃にやってく
る。」といいますが、最近は「忘れる前にまたやってくる。」
といった感じがします。地震は予測ができません。三島
町でも全く安心できないのです。今日から「備え」を。

「広報みしま」は環境にやさしい
大豆インクを使用しています。

編集後記

※本誌の印刷経費は 1部91.11円です。

連載「三島人」
Vivid person

⑩

子どもたちが歩く道のために
暮らしの中の宝物を伝えたい

遠藤由美子さん
えんどう　ゆみこ　西方
奥会津書房編集長　福島県教育委員

　「とにかく子どもたちのためになることを、一つ
でも二つでも実現していきたいです。」
　何度も『子ども』という言葉を口にする遠藤由美
子さん。子どもたちが、地域の中で幸せに生きて学
ぶ環境を作りたいと話します。奥会津の人々の生き
様、暮らしの文化を、文字にすることで次世代に伝
えたいという想いから、平成10年に奥会津書房を設
立。地域住民一人一人からの『聞き書き』によって
出版した「会津学」には、山村でひたむきに生きて
きた人々の人生のドラマが綴られています。
　「ただひたすら『聴く』ことに徹し、その人の言
葉をありのままに記録します。その中に、大切にし
たい『宝物』があると思うからです。」
　遠藤由美子さんが講師となり、県立川口高校の授
業で『聞き書き』を取り入れたところ、生徒たちは

明らかに変わり、地域の人々や家族に『感謝』する
ようになったといいます。
　「聞き書きは、素手で足元の土を掘るようなもの
です。でもこの愚直な仕事が、人を変える、地域を
変えると信じています。」
　子どもたちの未来を想い、憂い、その足元を照ら
すために、由美子さんは今日も『宝物』を見つけに
地域の中へと入っていきます。
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11月16日（日）
【午前の部】10時～12時
【午後の部】12時30分～ 2時30分
会場/大谷活性化センター

（三島町大字大谷字堂免1634）

◎前売券　限定200枚
大人2,300円　子供1,200円

※農産物等販売コーナーもあります。
※第 2会場の「圓福寺」では古刹見学、
揮毫、民話・舞踊が行われます。

申込　実行委員会事務局
℡０２４１－５２－３４１６

又は　℡０９０－６７８１－７７０６
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